
今年で２０回目を迎えたオールナイトハ

イクの参加者は５３人！ゴール寸前の雨に

も負けず、みんなで励まし合いながら最後

まで元気いっぱいに完歩しました。 

 

 

 

 

 

  楽しい会にしたい！イベントに参加してくれる子ども達はもちろん、相談員のみんなも楽しんで 

活動できる会に・・・そんな思いを持ってスタートした第１８期でしたが、早くも２年が終わろう 

としています。振り返ってみると、平成２６年度は千葉県に青少年相談員制度が始まって５０周年 

という節目の年でした。その為、記念式典やイベントなどがあり例年以上に慌しい１年でした。 

５０年と言えば半世紀！伝統がある役職なのだと改めて感じました。そして、そんな諸先輩方の伝 

統を受け継ぎつつも、今年度は新たな企画として「東京ウォーク」を開催しました。これまで自然 

と触れ合うイベントが多かったのですが、全く逆の発想の大都会に行くという新鮮さからか、沢山 

の子ども達が参加していただき、大盛況にて終えることができました。 

  これからも伝統を大切にしながら、子ども達が楽しめる新たな企画をみんな 

で企画し、最初に掲げた理想に少しでも近づけるよう、相談員一同頑張ります 

ので今後ともご理解、ご支援宜しくお願いいたします。 
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平成２７年３月２４日 

問合せ 生涯学習課 ℡95－1112 
あしなみ 

栄町青少年相談員だより 

東京ウォーク 

１１月１６日 

今年度新しい事業として「東京ウォーク」を实施し 74人の子ど

も達が参加しました。東京タワー６００段の階段を参加者全員が昇

り、お台場を散策した後、全長２ｋｍのレインボーブリッジを歩い

て渡りました。子ども達は、橋の上から見下ろす海の景色に大きな 

歓声をあげ感動していました。 

         

  

平 成 ２ ６ 年 度 活 動 報 告 

レインボーブリッジ遊歩道入口で記念写真 

レインボーブリッジ遊歩道横断中 

東京名所を沢山歩いてチャレ

ンジした経験はとっても良い

思い出になりました。 

オールナイトハイク 

６月２１日・２２日 

スタート前に参加者全員で記念写真 

栄町青少年相談員連絡協議会 会長 築比地 恭史  



新成人の新たな門出を祝い、地元産

の野菜を使った宝船を作成して成人式

会場に展示しています。野菜の宝船は、

船体が数百のカブで覆われ、ネギで組

み上げた帆を揚げ、白菜や季節の野菜

を「宝」に見立てて飾り付けています。 

27年度も子ども達と一緒に色々な行事

を楽しみたいと思いますので、ぜひ参加し

てください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

布鎌惣社水神社の伝統行事である「奉納相撲大会」は、

布鎌地区の青少年相談員が、毎年行司として大会をサポー

トしています。会場には、舛ノ山関をはじめとする千賀ノ 

浦部屋の力士達が顔をそ 

ろえ、力士と子ども達に

よるふれあい相撲で大い

に盛り上がりました。 

相撲大会１０月１８日 

２７年度事業予定 

副会長 秋山 立也 

 

 １８期青少年相談員になって3年目を迎えますが 

少しでも子ども達やその親御さん達に身近な相談員 

になれるよう活動にまい進していきます。 

副会長 田中 彩美 

 

会計 石原 和典 

 

会計 齊藤 博文 

 

野菜の宝船１月１０日 

青少年相談員 役員から・・・ 

日時 事業名 

6／13･14 

(土・日) 

第 21回 

オールナイトハイク 

11／15(日) 第２回東京ウォーク 

12／13(日) 第 17回ユニカール大会 

 

 

東京ウォーク到着後に青少年相談員集合！ 

青少年相談員となり早 2年が過ぎました。今年も

色々な行事を通じて子ども達と親交を深め、会長と

共によりよい団体となるように頑張ります。 

 早いもので相談員となり 8年が過ぎました。スポ

ーツや体験活動を通じて、人とつながる喜びを子ど

も達が实感できるよう今後も活動していきます。 

 子ども達には様々な体験や交流を通して得られる

経験を糧に、日々の生活を实りあるものにし、将来

へとつなげていってもらいたいと思っています。 


